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【目　　的】
　高知県で実施した過去 2年の「がんにおける質の高い看護師育成事業」の成果と課題を、研修修了生の臨
床実践能力の変化と成長に焦点を当て明らかにし、今後の研修事業やがん看護の発展への示唆を得る。
【方　　法】
　平成 19・20 年度の研修修了生 35 名、所属施設の看護部長 14 名、所属部署の師長 33 名を対象に質問紙調
査を実施し、量的・質的に分析した。所属施設の看護研究倫理審査会の承認を得て、文書にて研究の概要・
倫理的配慮を説明し、無記名返送にて同意を得た。
【結　　果】
　研修修了生 20 名、看護部長 9 名、師長 13 名から返送があり（回収率 51.2％）、ほぼ全員が研修参加の意
義ありとした。研修目的ごとの実践能力向上の有無についてみると、治療を行うがん患者の症状マネジメン
トやセルフケア支援能力の高まりありは、修了生 45％、師長 54％であった。危機状態に応じた精神的支援
能力の高まりありは、修了生 65％、師長 69％、全人的苦痛への支援能力の高まりありは、修了生 60％、師
長 62％であった。療養場所の移行支援能力の高まりありは、修了生 35％、師長 38％であり、変化なしの主
な理由は、＜他職種や他施設との協働には至っていない＞であった。倫理的問題への対処能力の高まりあり
は、修了生 35％、師長 54％と師長の評価が高く、変化なしの主な理由は、＜倫理的問題に気づくことはで
きてもチームで対処するには至っていない＞であった。
　修了生 30％、部長 78％が部署外の活動が変化し、また、修了生 90％が、目的以外の実践能力や看護観・
看護師としてのあり方の変化を自覚し、研修を機に、修了生 70％、師長 62％が、自己研鑽やキャリアアッ
プに変化ありと評価した。さらに、修了生 55％は、現在も相互交流を図り、自らの実践を高めていた。
【考　　察】
　本研修は、目的にそってがん看護実践能力の向上に成果が得られており、研修継続の必要性が示唆された。
実践能力の変化が少なかった療養場所の移行支援や倫理的問題への対処については、今後の課題とする。
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